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j荒しました O

3月18日(日)好天のもと勝浦川マラソン大会

が行われ，町内外から 200名が参加，快い汗を  

'90第238号 

4月号
町民のうごき

世格数  1，988戸人口 男 3，743 女 3，966 計 7，709(平成 2年 2月28日現在) 

出生男  5女 1計 6・死t 男 5女 3計 8・転入 男12女 9計 21・転出 男 6女 9計 15 (平成 2年 2月中)

広報かつうら 4月号 =238・平成 2年 4月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854) 2-2511附
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第238号 カ為 ずコ つ ら 平成� 2年� 4月� 1日 (2) 

〈sしのために

ンケー 卜調査結果一

nu--

L
づ

9 I 

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
怠
り
ま
せ
ん
。

寿
を
喜
ぶ
べ
き
も
の
と
す
る
反
面
、
病
気
な
ど
で
本
人
は
も
ち

数
の
回
答
(
集
約
)
ガ
得
ら
れ
ま
し
だ
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
だ
。

だ
戸
ン
ケ
|
ト
調
査
結
果
を

ふ
ま
え
舎
後
の
老
人
福
祉
、
と
り
わ
け
在
宅
老
人
福
祉
対
策
の

f

ろ
ん
家
族
の
方
に
も
、
思
い
も
か
け
ず
負
担
が
か
か
っ
て
く
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
こ
う
し
だ
ひ
と
り
暮
ら
し
・
ね
た
き
り
老
人
の
生
活

や
介
護
を
ど
う
す
る
か
が
切
実
な
問
題
と
怠
っ
て
い
ま
す
。

麿璽 ホームへルノ〈ーの派遣の利用状況

① 利用している ・.8 % ②利用していない・・・92%

「利用している」唾どのように考えているか?匝亙
に� J

①現状て‘満足している	 ② もっと回数を増やして

'75% ほしい・・・ー......・・� 13.9%

③ その他.....…....� 2.8% ④わからない・・・ー・� 8.3%

人
生
八
十
年
の
長
寿
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
長

調
査
は
七
十
歳
以
主
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
実
施
し
、
約
半

そ
こ
で
、
平
成
元
年
末
か
ら
二
年
一
月
巳
か
け
実
施
し
ま
し

皆
さ
ん
巳
お
知
ら
せ
し
、
結
果
を

③介護が必要になったら 	 ④利用したいが周囲が反
利用したい� .....50.4% 対.....・・ ・・・・・ー・..� 1.8% 

一身の回りの世話をしてほしいー

ア
回 

⑤利用したくない� ⑥ わ力、らない・無解答� 
.........15.4% 	 "28.9% 家庭奉仕員(ホームヘJ~/~-)の派遣


同
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①

③

⑤

「利用していない」時どのように考えているか?

用

…

ら

…

な

一

利
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た

…

く
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…

つ

…

た

で

…

囲

…

し
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料

…

来

…

周

一

し
…
山
市
・

②無料なら利用したいILV

l j%

た

%

%

、
守・!ー、周

回

た 
6.3% 

④制度を知らない� 

…� 11.8% 
J

一、
r
w

⑥わからない・無解答� 

5.0% 

養護又は特別養護老人ホームについて匿霊園
①今すぐにでも利用した ② 近くにあれば今すぐにで

0.7% 	 • 2.8%い・・ーー ーー も利用したい..... 

や

伝

庭

護

手

家

介
あ
な

の
の
要

り
り
必

寄
ロ
ガ

年
の
ど

あ
身
な

一人一一怠一一ん一一司」一璽璽 ねたきりになった場合に介護者はいるか?

.....20.3% ..の いる・……・…ー� 75.3% ② いない一� 

③無解答……・… 	  4.4%
(こん主主サービスを〉・・

・介護のお世話=食事，排せつ，入浴，衣
類の着脱，からだの清拭，洗髪など

デイ・サービス・センターができたら利用したいか?塵璽
①利用したい� 58.6% ②利用したくない・・� 26.6% ・身の回りのお世話=調理，洗濯，掃除，

③ わからない・無解答・� 14.8% 買い物など

-栂談，悶言� 

Cll 1f.I <;1:)1.. 一低所得の方は無料で
す。その他の方は，
所得に昭じて� 1時間

当たり 200~650円必

要です

ーー役場住民福祉課又は⑨二)dlet) 
社会福祉協議会

MUS04
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MUS04
テキストボックス
福祉情報



4(3) 平成� 2年� 4月� 1日� カ込 コ フ ら	 第238号

-
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

りの快� 抱.毎

'65.6%・・一田・・②知らない・①知っている・・ー・� 33.1%

一在宅福祉サー ビスア

一特別養護老人ホームなどて 匿璽 ショートステイについてご存知ですか?
短期間お世話ー

シ ヨ� トステイ ③無解答ー い・ー・� 1.3%

来

…

か

富

将

い

わ

おお
仏
①

③

C亙亙D からだガ弱い，ねた
きりなどのお年寄り
の方

ショートスティー今後どう考えるか?

っ

.

な

困

一

ら

用

回

解

利

一

無

、りた
…

た
%

し
o
u
答

②利用した くない� 
. 5.5% 

(こんなサービスを)一介護者の病気，事故，
，守%

今

L

の
中
で
特
に
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
し
な
い
比
較
的
元
気
な
方
々
に
は
、

J

-関
山
口
は
薄
か
つ
だ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

-
例
え
ば
、
ホ
�
 心
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
状
況
で
は
、
「
利
用
し
て
い
る
」

と
答
え
た
方
は
全
体
の
八
%
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
制
度
で
は
、
一寸

知
っ
て

めに休養をとりだい
ときに， マ週間程度 慶喜自 ミニ・デイ・サービスについてご存知ですか?

老人ホームガ代わっ ①知っている・・・・・・40.1% ②知らない・・・・・・・� '57.9%

，
い
る
�
 と
答
え
だ
方
は
三
三
%
、
ミ
二
・
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
制
度
で
は
同
じ

ておt世話しぎす。
③無解答……・…..� 2.0% 

り
ま
し
た
。
ま
だ
、
「
利
用
し
て
い
る
同
知
っ
て
い
る
」
と
答
え
ら
れ
た

方
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
と
、寸
将
来
困
つ

だ
ら
利
用
し
だ
い
�
 ガ
五
七
�
 六
六
%
と
高
く
、
養
護
・
特
養
・
デ
イ

く
四
O
%
で
あ
り
、
各
制
度
の
理
解
ガ
十
分
で
き
て
い
怠
い
結
果
と
な

L

l
L

i

マー旅行や介護疲れの定 e

E 得

病

由

他

的

所
バ
理
の

低

す

の

そ

L
 

の
気
に
の

で
ど
〉
日

料
な
合
刈
�
 

一


無
故
場

は
事
る
は
時

方
'
よ
方
刊 f

調
査
は
、
七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
を
対
象
巴
し
ま
し
た
の
で
、
こ

週劃 「知っている」時どのように考えているのか?

①将来困ったら利用した ②利用したいが輸送でき
l
h
ιF

い� ................65.9%
 .・.....

③利用したくない� ④わからない ・無解答

ない・・ ・・.. 5.0%rr

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
巳
つ
い
て
も
半
獄
以
上
の
方
ガ
介
護
ガ
助
要

⑨ゴd I 役場住民福祉課a:) 

と
怠
れ
ば
利
用
し
た
い
と
い
う
結
果
と
怠
り
ま
し
だ
。

介
護
者
に
つ
い
て
も
、
全
体
の
五
人
巳
一
人
の
割
合
で
介
護
者
ガ
い

な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
、
ま
だ
こ
の
調
査
の
結
果
を
十
分
に
認
識
し
、

今
後
さ
ら
巳
進
む
と
予
想
さ
れ
る
長
寿
社
会
に
対
応
す
べ
く
、
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
周
知
・
施
設
の
確
立
等
き
め
細
か
な
福
祉
行
政

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

. 5.0% 	 ・24.1%

1

ーお風呂にはいりたい一
・
制
度
の
認
識

4
過
半
数
に
満
た
ず

デイ・サービス文はミニ・デイ・サービス
(日帰りで介護サービスなどを提供) 

(2.fvtJ，む からだが弱い，ねだ
きりなどのお年寄り
の方

(乙んなサービスを).

・デイ・サービス=デイ・サービスセンタ
ーで入浴，給食，休養，日常動作訓練な
ど(車で送迎しぎす。〉

-ミ二・デイ・サービス=老人ホームで入浴，
給食，休養，日常動作訓練など

ーコ~
・デイ・サ	 ピス=守口あ芝り 500~700円
必要です。� 

-ミ二・テイ・サ ピス...=1固あだり低所得の方は� 
500円，その他の万l山� .000円必要です。

⑧三EID 役場住民福祉課� 
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第238号 カミ� ザフ つ ら 平成� 2年� 4月 1日 (4) 

平
成
一
冗
年
度
、
朝
桐
奨
学
賞
に

植
松
敬
治
く
ん
と
坂
田
尚
美
さ
ん

か
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民
・
故
朝

桐
猪
平
先
生
の
尊
い
ご
遺
志
を
永

久
に
残
す
た
め
、
ご
遺
族
か
ら
寄

付
さ
れ
た
資
金
で
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、
毎
年
勝
浦
中
学
校
を
卒
業

す
る
生
徒
の
中
で
、
学
業
や
人
物

が
優
秀
で
心
身
と
も
に
健
全
な
方

植
松
敬
治
く
ん

に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

(
与
川
内
)

平
成
一冗
年
度
、
勝
浦
中
学
校
を

卒
業
す
る
生
徒
の
中
で
、
小
学
校
・

中
学
校
と
全
て
皆
勤
で
あ
っ
た
矢

野
享
子
き
ん
と
平
白
回
美
幸
さ
ん
に

勝
浦
町
教
育
委
員
会
か
ら
、
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

毎
日
、
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ

た
日
数
が
九
年
問
。
ほ
ん
と
う
に

努
力
の
た
ま
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

っ
て
下
さ

田

要

助

さ

ん

(
約
歳
)

坂
田
尚
美
さ
ん

(
星
谷
)

(生名) (横;頼)

平畠美幸さん 矢野享子さん

丘量
五五

こ
の
た
び
、
中
角
の
豊
田
要
助

さ
ん
が
健
康
功
労
銀
賞
を
受
け
ら

ボ 

ル
を
通
じ
社
会
福
祉
に
功
績

れ
、
財
団
法
人
日
本
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
連
合
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
坂
本
の
阿
部
美
智

雄
き
ん
か
ら

「坂
本
小
学
校
の
教

材
用
備
ロ
聞
の
鱗
入
資
金
と
し
て
活

用
し
て
下
き
い 

と
金
壱
封
の
寄

付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

U

l こ
の
賞
は
健
康
長
寿
で
ゲ

の
あ
っ
た
会
員
の
方
に
授
与
さ
れ

る
も
の
で
す
。

心
か
ら
お
歓
び
申
し
上
げ
ま
す
。

阿
部
き
ん
の
御
芳
志
を
十
分
尊

重
し
、
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

♀ 


ト
l

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
９か年皆勤賞

MUS04
テキストボックス
平成元年度
朝桐奨学賞

MUS04
テキストボックス
健康功労銀賞を受賞



コ つ ら 第238号
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4為ヌう(5) 平成� 2年� 4月� 1日� 

国
体
に
参
加
し
て


昭
和
六
十
三
年
の
京
都
国
体
、
山
岳
競
技
に
県
代
表
と
し
て
参
泊

さ
れ
た
石
原
の
東
陽
子
さ
ん
か
ら
、
国
体
の
思
い
出
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

葬蔀

リ国
返 持

三道


富
岡
西
高
等
学
校

東

陽

京
都
国
体
を
終
え
る
ま
で
、
私

の
高
校
生
活
で
の
最
も
厳
し
い
試

練
と
も
い
え
る
日
々
を
週
こ
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
山
岳
競

技
と
は
、
毎
日
練
習
す
る
必
要
は

な
い
が
、
大
会
が
近
づ
く
と
、
集

中
的
去
最
と
か
荷
物
の
準
備
で
、

と
て
も
忙
し
い
。
そ
の
た
め
に
、

山
岳
部
の
友
達
と
の
聞
に
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
っ
た
り
、
顧
問
の
先
生

と
口
暗
曜
に
な
っ
た
り
と
、
肉
体

的
の
み
な
色
ず
、
精
神
的
に
も
か

な
り
の
疲
労
が
重
な

っ
て
い

っ
た
。

そ
ん
な
日
々
が
過
ぎ
て
ゆ
く
う

ち
に
、
京
都
国
体
本
番
を
迎
え
て

し
ま

っ
た
。
山
岳
競
技
は
三
日
間

に
わ
た

っ
て
実
施
さ
れ
る
。
ま
ず

一
日
目
は
踏
査
と
い

っ
て
、
ゴ
ー

ル
す
る
ま
で
の
タ
イ
ム
と
、
い
か

に
地
図
を
正
確
に
読
み
と
れ
る
か

と
い
う
読
図
の
ふ
た
つ
で
点
数
を

つ
け
る
。
こ
の
読
図
と
い
う
の
が

や
っ
か
い
で
、
踏
査
の
当
日
に 
A

G

か
ら 

ま
で
の
七
地
占
川
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
七
地
点
の
う
ち

の
ひ
と
つ
に
出
く
わ
す
度
に
、
地

図
に
直
桂
五
ミ
リ
の
丸
印
で
マ
ー

一一 ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
目
、

山岳競技少年少女ス歩ー ト地点 右端が東陽子さん

集会室 
  

可動
60畳


ステージ


-事業の概要

。総事業費� 1，750万円

。構造 ・規模

鉄骨造平屋建焼付スレートぶき

床面積� 158 .84m' 
平 面 図 (集会室60畳、料理研修室、玄関、トイレ)

東
さ
ん
は
、
今
年
三
月
高
校
を

卒
業
さ
れ
、
進
学
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
山
岳
で
鍛
え
た
ガ
ツ
ツ
で
が

三
日
目
は
、
縦
走
と
い

っ
て
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
タ
イ
ム
の

み
を
競
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

三
人

一
組
の
山
岳
競
技
で
は
、

三

人
の
背
負
う
寝
の
、
重
量
が、

踏
査
で
は
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
、

縦
走
で
は
三
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
以

上
で
な
く
て
は
失
格
と
い
う
、
と

て
つ
も
な
く
ハ
ー
ド
な
競
技
な
の

だ
。

日
間
で
あ

っ

本
当
に
ザ
苧
し
い
一-一

た
。
八
位
ま
で
の
入
賞
も
逃
し
て

① 


子 巴

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
京都国体を振り返って

MUS04
テキストボックス
久国地区集会施設完成



ザコ フ ら 平成� 2年� 4月1日� (6) 

" .， .，• 
-・a

三
月
十
一
日
側
、
管
島
市
内
で

青
年
交
歓
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
ご
ろ
独
身
男
女
の

出
会
つ
機
会
が
不
足
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
昭
和
五
十
七
年

度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
八
回
目
を
迎
え
る
今
回
は
、

男
性
五
十
一
名
、
女
性
四
十
九
名

が
参
加
し
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
を

見
つ
け
る
た
め
の
交
流
を
一
層
深

め
ま
し
た
。

ぐ-
• 'J ‘ .it.'・


第238号 カミ� 

ボウリングで気介も和らぎました

紹介自

リッチな気介でバイキング料理を� 

ま
ず
、
実
行
委
員
会
で
は
、
初

対
面
同
士
の
出
会
い
と
い
う
こ
と

で
、
少
し
で
も
和
や
か
な
雰
囲
気

を
作
っ
て
も
ら
お
う
と
、
最
初
に

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
計
画
。

そ
し
て
、
気
分
も
和
ら
い
だ
頃
、

会
場
を
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
移

し
て
、
メ
イ
ン
の
め
ぐ
り
愛
パ
ー

テ
ィ
ー
。
こ
こ
で
は
、
実
行
委
員

会
(
陽
地
博
己
会
長
)
ら
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
リ
ツ

PARTY 


" 
ゆ

•
0

• 
" 


チ
な
気
分
・
で
守
ハ
イ
キ
ン
グ
料
理
を

食
べ
な
が
ら
、
意
中
の
人
を
求
め

て
ア
プ
ロ
ー
チ
。

こ
の
あ
と
、
輸
に
な
っ
て
の
自

己
紹
介
や
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ム
、
つ
づ
い
て
、
自

-・
 

l

¥一 

の
に
し
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

が
誕
生
。

最
後
に
は
、
投
票
の
結
果
カ
ッ

プ
ル
と
な
ら
な
か
っ
た
方
も
、
ね

る
と
ん
ゲ
ー
ム
(
愛
の
告
白
ゲ
ー

ム
)
で
自
分
の
意
志
を
ア
ピ
ー
ル
。

実
行
委
員
会
で
は
、
今
後
も
内

容
を
十
分
検
討
し
、
意
義
あ
る
も

文
化
協
会
芸
能
発
表
大
会

盛
会
に
行
わ
れ
る

し
ま
し
た
。

た
勝
浦
コ
ー
ラ
ス
な
ど
各
部
門
別

に
日
頃
の
練
習
成
果
を
熱
演
披
露

し
て
、
参
観
者
か
ら
満
場
の
拍
手

が
送
ら
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
幕

投
票
し
た
結
果
八
組
の
カ
ッ
プ
ル

出
会
い
:
:
:
。
出
会
い
が
あ
れ

ば
何
か
が
始
ま
り
、
何
か
が
生
ま

れ
る
か
も
。

分
の
名
前
と
意
中
の
人
を
書
い
て

な
ど
の
ゲ 

勝
浦
町
文
化
協
会
芸
能
発
表
大

会
が
、
三
月
三
日
午
後
七
時
か
ら

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

中品 

1
レ
わ
~
。

こ
の
催
し
は
、
芸
能
部
門
の
会

員
が
一
年
か
け
て
習
得
し
た
こ
と

を
発
表
す
る
場
と
し
て
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
第
五

回
目
と
な
り
ま
す
。

会
員
延
べ
百
人
が
出
演
、
人
形

浄
瑠
璃
勝
浦
座
の

「花
の
山
壷
坂

霊
験
記
お
里
沢
市
内
の
段
』
て
閉

幕
し
、
三
味
線
、
詩
吟
、
大
正
琴
、

舞
踊
、
民
謡
、
詩
舞
、
初
参
加
し

じ
a
A
7
6
り

』

F

人
形
浄
瑠
璃
で
開
幕

』
F

初
参
加
の
コ
ー
ラ
ス
部
の

み
な
さ
ん

ム
ク

'I'J. 
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底 -

で
み
り
ま
す
。 

ヨ
泣
け
一

、同一一

洋

一一

一
一 …
ぷ

一

高

田

愛

子

一

開

船

恵

子

一

大

石

キ

ミ

子

勝
浦
町
も
毎
年
交
通
が
頻
繁
に

一

私
は
毎
日
の
通
勤
に
車
を
利
用

一

テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で
悲
惨
な
交

平
成
二
年
春
の
全
国
交
通
安

全
運
覇
は
、
四
月
六
日
(
金
)
か

ら
同
十
五
日
(
日
)
ま
で
の
十
日

間
行
わ
れ
ま
す
。
ホ
人
通
対
策
本
部

が
決
定
し
た
運
動
の
重
点
目
標
は

霊
T
供
と
高
齢
者
の
芳
仔
中

・
自

転
車
乗
用
中
の
戸
通
事
故
防
止

⑦
飲
酒

・
暴
走
等
無
謀
運
転
の
絶

滅③
止
し
い
方
法
に
よ
る
シ 
l
ト
ペ

ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
徹

横
瀬
派
出
所

藤
田
豊
輔
巡
査
部
長
か
ら

一
連
一一一
い
、
幼
児
の
事
故
は
減
少
し
て
き 
…
い
」
等
々
。
こ
れ
ら
も
時
間
に
余

一
事
故
死
な
の
で
す
。
「
こ
れ
く
ら

j
号
、
交
通
事
故
も
他
人
事
で
は 
…
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
二
十
分
間
に

一
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
し
な

¥
か
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
差
の
石
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
で
も
若

ハ
ペ
一二
笠
下
校
、
幼
児
や
高
齢
者
が
い
ら

一
「あ

っ
、
お
ば
さ
ん
、
道
渡
る
時

一
者
の
無
謀
運
転
、
老
人
の
自
転
車

っ
し
ゃ
る
ご
震
で
は
な
お
さ
ら

一
は
左
右
を
み
て
よ
、
す
ぐ
そ
こ
に

一
に
よ
る
事
故
が
特
に
多
く
、
事
故

、
γ
;吋
ご
心
配
の
事
と
思
い
ま
す
。

一

車
が
来
て
い
る
よ
」
「
あ
っ
、
ふ
ざ

一
を
起
こ
す
と
一
瞬
に
し
て
家
族
共

γ

¥

一 

表
委
主
の
会
で
は
、
主
婦

一
け
あ

っ
て
い
る
小
差
、
飛
ひ
出

一
々
暗
い
人
生
を
ま
な
け
れ
ば
な

ぐ
の
方
々
が
子
供
や
ご
家
亭
与
三
し
た
ら
大
変
〈
」
玄
っ
、
違
法

一
り
ま
せ
ん
。
徳
島
県
で
も
昨
年
を

Jf…
た
め
に
「
交
通
安
定
震
か
ら
」

一
駐
車
の
車
の
か
げ
か
ら
人
が
ぎ

一
上

思

え

よ

で

死

亡

事

故

が

一一 い一
二

一
と
呼
び
か
け
、
家
で
の
話
し
合
い

一
出
し
そ
う
」
「
あ
っ
、
す
ご
い
ス
ピ
ー

一
多
発
し
て
い
ま
す
。
青
少
年
の
死

目
べ
…
ー
や
勝
、
細
か
な
気
配
り
な
ど
を
行

一
ド
で
追
い
抜
い
た
。
こ
わ
い
こ
わ

一
亡
原
因
の

一
位
は
、
な
ん
と
交
通

日一
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ

一
裕
が
あ
っ
て
こ
そ
気
付
き
号
三
い
は
だ
ろ
う
。
」
皆
ん
な
が
こ

一 

五
見
運
転
な
ど
一
瞬
の
不
注
意
主
と
で
す
。
急
ぐ
吉
宗
あ
せ
り

一
れ
で
は
事
故
は
減
少
し
ま
せ
ん
。

勝
浦
町
内
で
は
昨
年
二
件
の
死

亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
物
損
事
故
も
数
か
所
で

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
発
生
場
所
も

石
原
か
ら
坂
本
ま
で
各
地
区
で
発

生
し
て
お
り
、
「
車
と
車 
L

の
事
故

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
原
因
は

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
で
す
。

ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い
な
い

J

場
合
に
は
物
損
事
故
で
済
み
ま
す

が
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い
る
と
人

身
事
故
に
な
る
場
合
が
多
く
な
り

ま
す
。

;

;
一

蕊
一 
U
7

大
事
故
を
招
く
事
に
も
な
り
か
ね

一
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
周
囲
の
九
歪
思
も 
…
お
互
い
に
譲
り
合
い
精
神
で
交
通

怠
り
ま
す
。
狭
い
勝
浦
の
道
で
す
。
一
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い 

4
3 

…
比
九
を
守
り
、
時
間
に
も
心
に
も
ゆ
と

一
時
間
の
余
裕
を
も
っ
た
運
転
が
出

一
し
た
い
も
の
で
す
。
シ 

ト
ベ
ル

医
院
区

り
を
持
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。
一

一
ト
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
忘
れ
ず
に
。

l

一
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
交
通
ル
!
と

ト
一

一一

V

来
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。

突
通
安
全
と
主
婦
の
役
劃

お
か
あ
さ
ん
、
子
供
が
見
て
ま

す
よ
グ

子
供
は
母
親
を
見
て
育
つ
と
い

い
ま
す
。
子
供
に
と
っ
て
もf
d
身

近
か
な
母
親
が
交
通
ル
ー
ル
削
寺

り
摸
純
に
な
る
こ
と
、
こ
れ
が
わ

が
子
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
家
庭
内
で
の

肢
も
非
常
に
大
切
で
す
。
朝
起
き

て
歯
を
磨
き
頗
を
洗
う
、
こ
れ
は

習
慣
で
す
。

交
通
ル 
l
ル
弁
寺
る
こ
と
も
習

慣
に
な
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

徳島県の突通事故

平 成冗年 末現在

発生件数� 5，309件� (27人)� +275件

死者数�  91人(2人)� + 13人

負傷者数� 6，443人� (33人)� +420人

「
一
時
停
止
多
ャ
す
る
と
こ
ろ
は

l l

毎z


必
ず
止
ま
る
」
「シ

 

ト
ベ
ル
ト
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
」
な
ど
一
人

ひ
と
り
が
交
通
ル 

ル
を
守
り
ま

し
ょ
、
つ
。

の奈通安全
4月6日働から15日(日)

までの10日間

)は勝浦町の発生件数

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
春の交通安全運動
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相
橘
(
生
果
)
の

た
び
た
び
強
い
実 
波
に
見
舞
わ
れ

A

貿
易
自
由
化
を

-
年
後
に
控
え
て

平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
生
果
の
輸
入
自
由
化
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
専
門
誌
や
新
聞
な
ど
で
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
横
討
が
加
え
ら
れ
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
最
近
の
ア
メ
リ
カ
の
柑
橘
事
情
友
び
圏
内
の
情
勢
な
ど
を

も
と
に
話
を
進
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
0
8
5
×
根
蛮 

3
0
2
と
す

れ
ば
、 

印

00・
000
円
の
粗
収

入
と
な
り
、
所
得
率
四 

と
す

zw

O
%

れ
ば
、
五
百
四
十
万
円
の
所
得
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
で

は
、
三
十
六 

五
十
四 

の
み
か

ん
園
を
経
営
し
て
い
る
計
算
に
な

り
ま
す
。

つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
で
は
、
三
十

六
1
五
十
四 

も
栽
培
し
て
は
じ

め
て
日
本
の
ハ
ウ
ス
み
か
ん
三
十

を
経
営
し
て
い
る
人
と
同
程
度

の
所
得
に
し
か
な
っ
て
い
な
い
訳

で
す
。

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、

柑
橘
経
営
に
対
え
ま
で
ほ
ど
の

魅
力
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
し
た

が
っ
て
生
産
量
も
増
加
は
期
待
で

き
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

す
で
に
ア
メ
リ
カ
で
は
ジ
ュ
ー

ス
が
不
足
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
輸

入
を
始
め
て
お
り
、
ま
た
農
学
部

へ
の
入
学
者
も
減
り
、
農
挙
手

る
人
も
減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。日

本
に
対
し
柑
皆
李
夫
の
自
由


化
を
要
求
し
た
の
は
一
九
七
五
年


と
今
か
ら
十
五
年
も
前
の
話
で
、


ア
メ
リ
カ
国
内
に
み
か
ん
が
多
か


っ
た
時
の
こ
と
で
す
。 

は
不
足


固
と
な
っ
て
い
る
訳
で
す
。


以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
、
一
時

的
に
は
大
量
に
輸
入
さ
れ
る
か
も

a

h i

A
7 h

し
た
が
っ
て
、
外
観
品
質
が
悪

こ
の
州
は
メ
キ
シ
コ
国
境
に
近

く
、
安
い
労
働
力
が
豊
富
に
あ
り
、

水
の
問
題
さ
え
解
決
す
れ
ば
増
加

の
余
地
は
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
税
制
の
改
革
で
み

か
ん
園
へ
の
投
資
が
減
少
(
今
ま

で
は
税
金
の
が
れ
の
た
め
、
み
か

ん
園
に
資
参
宮
投
資
し
て
い
た
)

し
て
お
り
、
以
上
の
よ
う
な
状
況

で
全
米
全
体
で
の
み
か
ん
の
生
産

量
は
、 

後
二
十
年
間
は
減
る
見

A
7

通
し
で
あ
る
、
と
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
園
の
立
地
条
件
や
柑
橘

の
種
類
、
樹
齢
、
そ
の
他
各
種
条

件
に
よ
り
一
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
ざ
っ
ぱ
に
み
て
十 

当
た

り
に
換
算
す
れ
ば
、
一
万
1
一
万

a

五
千
円
く
ら
い
だ
そ
う
で
す
。
(
二

十
年
前
で
も
数
年
に
一
度
は
、
赤

字
経
営
の
園
が
多
く
あ
っ
た
。
)

例
え
は
日
本
で
ハ
ウ
ス
み
か
ん

を
三
十 

経
営
し
て
い
る
人
い
か
い

た
と
し
ま
す
。
そ
の
人
は
、
ア
メ

a

リ
カ
で
は
ど
の
程
度
の
柑
橘
園
を

く
日
本
人
向
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

栽
培
面
積
は
減
少
し
、
一
大
産
地

の
タ
ン
パ
と
オ 

ラ
ン
ド
聞
の
産

地
は
み
か
ん
が
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
人
口
の
増
加
で
佳
宅
地
と

な
り
、
生
産
量
は
減
少
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

※
普
段
は
暖
か
い
の
と
寒
さ
に
弱

い
柑
橘
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
強
い

寒
波
(
マ
イ
ナ
ス
一

・五
1
一
・六

℃
)
か
く
れ
は
被
害
が
大
き
い
。

-
テ
キ
サ
ス
州

一
九
八
三
年

1
一
九
八
九
年
と

わ
ず
か
六
年
間
に
、
百
年
に
一
度

と
い
わ
れ
る
程
度
の
案
決
に
二
度

も
見
舞
わ
れ
、
他
作
物
に
変
更
す

る
農
家
が
増
加
、
お
そ
ら
く

一
九

八
九
年
の
水
準
に
は
一
戻
ら
な
い
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

l

し
た
の
で
、
そ
れ
を
要
約
し
て
み

ま
す
。ア

メ
リ
カ
に
は
、
柑
橘
を
生
産

す
る
大
き
な
州
が
四
つ
あ
り
ま
す
。

フ
ロ
リ
ダ
、
キ
ャ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、

テ
キ
サ
ス
、
ア
リ
ゾ
ナ
の
各
州
で

'


ti'
lごv

l

ま
ず
最
近
の
米
国
に
お
け
る
み

か
ん
の
生
産
状
況
は
、
ど
う
で
あ

る
か
こ
れ
を
知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ

ん。
去
る
二
月
十
五

1
十
六
日
高
松

市
へ
米
国
ア
リ
ゾ
ナ
州
ユ
マ
の
ス

ペ
ン
サ 

農
場
生
産
墜
冗
担
当
の

副
社
長
で
あ
る
、
ウ
イ
ル
ア
ル
・

ス
ぺ
ン
サ 

民
が
来
ら
れ
、
最
近

の
米
国
の
柑
橘
事
情
を
話
さ
れ
ま

O
%
)

す。
-
フ
口
リ
ダ
州

全
米
の
み
か
ん
生
産
量
の
三
分

の
二
は
こ
の
州
で
生
産
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
(
八 

-
キ
ヤ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

O
M

オ
フ
ィ
ス
)
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

は
加

げ
、
老
木
の
増
加
、
水
の
制
限
な

工
用
で
、
生
果
用
は
わ
ず
か
に
二 

ど
の
生
産
喜
抑
制
す
る
要
素
が
多

初
で
す
。
年
聞
を
通
じ
非
常
に

く
、
生
産
量
は
伸
び
な
い
と
の
こ

1
四

と
で
す
。

都
市
の
増
加
(
住
宅
、
工
場
、

暖
か
く
、
冬
で
も
日
本
の
一一一

月
頃
の
温
度
で
す
。
雨
も
多
く
、

(
日
本
の
瀬
戸
内
程
度
)
病
害
虫

・もタタい。

-
ア
リ
ゾ
ナ
州

経
営
し
て
い
る
計
算
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

知
れ
ま
せ
ん
が
、
長
い
目
で
見
れ

ば
そ
う
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

)

H 

ω
O 机

上
鼓
昇
で
す
が
、

胆× 

?
c
c
o
r間
(
河
沼 

E

あど、かア
るの、んメ
の程圏リ
でー皮を力�  
Lの経で
よ儲営�  'i
うけし
か uがて み

だは� T 白
れ日 )l由
込本リ

，
化

む ヘカに�  
か 大 の な

量み i れ� 

-な λ 
母、� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
柑橘（生果）の貿易自由化を1年後に控えて



(9) 平成 2年 4月 1日 カミ 4コ フ ら 第238号

別表�  

るパ下糖
途 る 余 /¥ 

は以、の
な外高

を
作
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ま
た

経
営
の
合
理
化
と
安
全
化
の
た
め

ど
ん
な
施
策
を
立
て
て
い
る
か
、

主
な
も
の
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま

す
。

θ
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
か
ら
、

高
糖
系
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
へ
の

改
植
、
高
接
の
補
助
事
業

。

密
植
柑
橘
園
の
間
伐
補
助
事

業②

う

ん
し
ゅ
う
み
か
ん
か
ら
、

他
の
果
樹
類
や
野
菜
類
へ
の
転
換

補
助
事
業
(
み
か
ん
園
の
伐
採
事

業
)

⑮
ハ
ウ
ス
施
設
等
の
設
置
に
対

し
て
の
補
助
事
業

⑤
ハ
ウ
ス
施
設
等
の
設
置
に
対

し
て
の
低
利

(
条
件
に
よ
っ
て
は

無
利
子
)
の
融
資
事
業

③
農
道
(
圏
内
道
)
設
置
に
伴

う
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
使
用
料
の
補
助

事
業

@

耕

地
の
一
枚
畑
化
推
進 

(段

々
畑
を
一

枚
化
す
る
)
補
助
事
業

@
野
菜
類
栽
培
の
た
め
の
種
苗

費
の
助
成
補
助
事
業

な
ど
、
い
ず
れ
も
一
定
の
ワ
ク

や
条
件
は
あ
る
も
の
の
、
農
家
が

利
用
し
や
す
い
制
度
を
用
意
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ら
制
度
に
つ
い
て

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
産
業
諜

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

θ
i⑮
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

年
度
限
り
の
予
定
で
す
。

日
本
に
お
け
る
柑
橘

栽
培
の
情
勢

栽
培
面
積
で
は
昭
和
四
十
八
年
、

生
産
数
量
で
は
昭
和
五
十
年
を
最

高
に
急
激
な
減
少
を
示
し
、
昭
和

六
十
年
で
は
面
積
は
五
八
%
、
生

産
数
量
は
五
四
%
に
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
(
別
表
参
照
)
昭
和

六
十
三
年
度
産
果
の
九
五
%
が
出

荷
さ
れ
た
と
し
て
、
消
費
人
口
一

億
二
千
万
人
と
す
れ
ば
、
一
年
間

の
一
人
当
た
り
消
費
量
は
十
五

・

八
均
と
な
り
ま
す
。
こ
の
数
量
は
、

最
臨
時
の
約
六
六
%
と
思
わ
れ
ま

す
。こ

の
よ
う
に
囲
内
で
の
う
ん
し

ゅ
う
み
か
ん
の
生
産
も
大
き
く
落

ち
込
ん
で
い
ま
す
。

年 栽培面積�  ha 生産量�  t 

S 46 167，100 2，489，000 

47 171，300 3，568，000 

48 173，100 3，389，000 

49 172，400 3，383，000 

50 169，400 3，665，000 

55 139，600 2，892，000 

60 112，500 2，491，000 

61 108，400 2，168，000 

62 105，100 2，518，000 

63 101，000 1，998，000 

で
は
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が

外
国
か
ら
の
オ
レ
ン
ジ
を
は

じ
め
、
他
果
樹
類
の
大
幅
な
輸
入

量
の
増
加

。

圏

内
で
生
産
さ
れ
る
イ
チ
ゴ
、

メ
ロ
ン
弁
γ

中
心
と
し
た
味
の
よ
い

果
物
の
増
加

②

改
植
事
業
や
、
伐
採
事
業
に

よ
る
面
積
の
減
少

⑮
菓
子
類
の
攻
勢

G
な
ど
の
事
情
に
よ
り
減
少
し
た

も
の
と
考
、
え
ら
れ
ま
す
。

文国�  
F 化内

の
消
費
動
向
の� 

①

高
品
質
指
向

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
に
つ
い
て

い
え
ば
、
糖
度
は
最
低
干
一
度
以

上
、
で
き
る
こ
と
な
ら
十
二
度
以

上
の
も
の
で
な
い
と
値
よ
く
販
売

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費

者
は
、
菓
子
類
の
甘
味
や
昧
の
よ

い
ハ
ウ
ス
み
か
ん
、
ま
た
他
の
甘

味
の
多
い
果
実
に
口
が
慣
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
に
か
く
糖
は
い
く

ら
高
く
て
も
良
い
と
思
っ
て
栽
培

に
心
掛
け
て
下
さ
い
。
も
ち
ろ
ん

外
観
の
よ
い
も
の
が
条
件
と
な
り

ま
す
。 

②

安
全
性
指
向

人
間
だ
れ
し
も
男
女
を
問
わ
ず

「
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
元
気
で

い
た
い
、
美
し
く
あ
り
た
い
」
と

願
い
は
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
最
近

の
消
費
者
は
、
試
食
と
か
勉
強
耳

に
非
常
に
熱
心
で
あ
り
、
安
全
性

を
無
視
し
た
も
の
は
駄
目
で
す
。

③

簡
便
性
指
向

極
端
な
違
い
は
、
イ
チ
ゴ
と
夏

柑
で
す
。
イ
チ
ゴ
は
水
で
洗
え
ば

す
ぐ
食
べ
ら
れ
、
捨
て
る
所
は
果

梗
だ
け
で
す
。
夏
柑
は
果
皮
が
む

き
に
く
く
、
ま
た
中
の
フ
ク
も
取

り
除
か
な
け
れ
ば
食
べ
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
多
く
あ
る
種
子
も
出
さ

ね
ば
な
ら
な
い
。
最
後
に
捨
て
る

ゴ
ミ
と
な
る
量
が
非
常
に
多
い
。

こ
の 

4
7に
食
べ
る
の
に
手
聞
が

か
か
る
、
ま
た
ゴ
ミ
と
な
る
量
の

多
い
も
の
は
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

都
会
の
消
費
者
は
お
い
し
い
も

の
で
安
全
な
食
品
で
あ
れ
ば
値
は

高
く
て
も

一
向
に
か
ま
わ
な
い
の

で
す
。
幸
い
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん

は
、
簡
便
性
と
い
う
こ
と
で
は
及

第
点
を
つ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
い
く
つ
か
あ
る
と
思
い

つ
ま
り
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
は
、

昧
の
良
い
も
の
で
さ
え
あ
れ
ば
そ

の
将
来
に
つ
い
て
は
前
途
洋
々
と

い
え
る
と
思
い
ま
す
。 

θ
i 生果

当

さ
で
う
ま
い
み
か
ん
弁
作
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。

θ
昧
の
良
い
も
の
が
で
き
る
適

地
に
植
殺
を
す
る
こ
と
。

。

系

統
的
に
味
の
良
い
「
高
糖

系
」
の
み
か
ん
を
植
栽
す
る
こ
と
。

@

肥
培
管
理
に
つ
い
て
は
指
導

班
の
発
行
し
て
い
る
栽
培
指
針
を

基
準
に
す
る
こ
と
。
(
本
当
は
、

こ
れ
を
基
準
と
し
、
自
国
に
合
っ

た
栽
培
の
仕
方
を
研
究
す
る
こ
と
。)

⑮
施
設
栽
培
を
行
い
、
自
然
の

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
も
の
存
作

る
こ
シ
コ

④
ハ
ウ
ス
み
か
ん

@
コ
ン
テ
ナ
(
ボ
ッ
ク
ス
)
栽

培。
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
栽
培

@
袋
か
け
等
を
行
い
茸
黙
さ
せ

る
方
法

ま
す
が
、
こ
の 

⑮
は
殺
す
取

り
入
れ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

町
、
農
協
を
は
，vrめ

と
し
た
指
導
機
関
の

反
リ
祖
み

農
家
の
方
に
味
の
良
い
み
か
ん

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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論
¥-

倒刷物附 くらしの中の人権刷協酬

〈“人権らて何?〉
「人間ひとりのいのちの重さは地主主よりも はどうするのか。たがいにゆずり合うでしょ


重い」とよくいわれます。そんなにも大切な うかつ救命具はどうしでも二つ必要なのです。


いのちゃ、そのいのちを生かす生活がふみに この救命具が人権と考えてよいでしょう。


じられている事例がみなさんのまわりにあり 人が生きていくためには、人権はどうしでも


ませんか。人権一一ーだれもがもっ人間として 守らなくてはならないし、その人権を日ごろ


幸せに生きる権幸トーとは一体どういうもの から尊重し合うように努めなければ、いざと


でしょうか。 いうときに、おたがいに{努つけあうことにな


ここに一つの例をあげてみたいと思います。 ります。


ーそうの小舟があり、その小舟に二人の人 救命具はだれが積み込んでくれるものでも


が乗っていました。春の海は穏やかで¥語り なく、私たちの一人ひとりが努力して積み込

'--- 合う二人の姿はいかにも幸福そうです。とこ んでいかなくてはならないものです。部落差

ろが、そこへ突然嵐がやってきて、船が沈み 別の解消もそうした一人ひとりの努力によ っ

そうになってしまいます。運悪く救命具はー てこそ可能となるのです。

つしかない……一つの救命具をめぐって二人

「様の王様」という童話があります。王様 全国各地の同和地区の地名などを記載した

自身は立派な衣装を身にまとっていると思い 「部落地名総鑑」がひそかに販売され、最も

込んでいるのですが、実は外から見られたら 悪質な差別事件をひき起こしましたが、こう

素っ裸一一この話を笑えぬ現実が、いま私た した部落差別を許す体質が社会の中にある限

ちの生活にヒタヒタと迫ってきています。 り、私たちのプライパシーや人権が侵される

つまり、私たち自身が知らない問に、家族 赤信号はいっこうに消えません。

の職業や学歴、趣味は無論のこと、預金高、 従って、部落差別を解消していく努力は、

家族の病気、親戚間の問題まで私たちの個人 則、私たちのプライパシーや人権を守ること

情報がどこかで集められ、どこかで使用され になり、住みよい社会を築〈運動につながっ

るというプライパシーの危機です。 ていくことになります。すなわちこれが「同

これが更に、他人の噂や陰口などで脚色さ 和問題を自分自身の問題として受けとめる」

れて縁談や就職といった大切な問題にダメー ということになるのではないでしょうか。

ジをあたえ、人権を侵害することになります。

「お前は勉強しないからろくなものになれ める施設 ・設備なども十分ではありません。

ん。兄さんの爪のあかでもせんじて飲ませた 日本社会の中で人間としての誇りを傷つけ

い」エリートといわれる大学を出た父は、親 られるなど、さまざまな差別に苦しめられて

の期待遇りの道を歩む兄を引き合いに出して いる「在日」韓国 ・朝鮮人問題もあります。

弟を責めたてます。母も父に同調し、世間体 何よりも、厳しい差別と偏見によって同和

を気にして弟の方を追い込みました。その結 地区の人身を排斥し、死に追い込むほど苦し

果が家庭内暴力となり、社会的な事件にまで みを与えている同和問題があります。

発展した例があります。学歴偏重の社会が生 このように、私たちの身のまわりには他の

み出した子どもの人権侵害の事例です。 人の権利を侵し、同じ人間として尊重してい

隊害者の雇用を促進する法律の規定がある ない例がまだ多く見受けられます。

にもかかわらず、障害者に職場を開放しよう こうしたことに気付き、おたがいの人権を

としない仕事場も多く、隊害者が安心して住 認め合っていくことを大切にしたいものです。

MUS04
スタンプ
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MUS04
テキストボックス
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あなたの人権
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テキストボックス
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平成2年度
犬の登録と狂犬病予防注射日程表

)-( 平成 2年 4月 1日� ヌデ

平
成
二
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
を
、
次
の
日
程
で

実
施
し
ま
す
。

な
お
、
従
来
は
五
月
に
も
う
一

度
巡
回
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
こ
れ
が
最
後
で
す
の
で
、
平

日
に
受
け
ら
れ
な
い
方
も
日
曜
日

を
利
用
す
る
な
ど
し
て
必
ず
受
け

第238号つ ら

登

録

料

�

 二
千
百
円

O
注

射

料

二
千
五
百
六
十
円

合

計

四
千
六
百
六
十
円

@
犬
は
、
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま

?
レ
ト
ム
 
勺
ノ
。

@
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
必
ず
犬

の
首
輪
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

@
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

@
届
出
に
つ
い
て

飼
っ
て
い
た
犬
(
登
録
犬
)


が
死
亡
し
た
場
合
や
譲
渡
し
た


と
き
は
、
役
場
環
境
衛
生
課
ま


で
届
け
出
て
下
さ
い
。


@
小
犬
及
び
不
用
に
な
っ
た
犬
は

保
健
所
、
役
場
に
連
絡
し
引
き

O

F'

就
学
援
助
制
度

成
が
受
け
ら
れ
る
制
度
に
つ
引

い
て
申
請
受
付
中
で
す
が
、
一

前
期
分
(
第
一
学
期
か
ら
支
一

給
)
の
提
出
期
限
が
せ
ま
っ
一

て
お
り
ま
す
の
で
お
急
、
ぎ
下
一

申

請

書

提

出

期

限

引

=飼い犬は必ずつないでください=

不用犬買rA・2 
4月4日同� f22.J.J..U 
4月18日同 成犬� 300円 小犬� 100円

O

o

M

 

)

h

の
お
知
ら
せ

先
月
号
で
・
お
知
ら
せ
し
ま
山

し
た
児
童
・
生
徒
の
医
療
費
、
一

給
食
費
、
学
用
品
費
等
の
助
刊

さ
いな

お
、
問
い
合
わ
せ
、
申

し
込
み
は
、
勝
浦
町
教
育
委

て
下
さ
い
。
�
 

取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

パし� 

。員
会
事
務
局
ま
で
。

F

月日 場 所 時 間

坂本 黄紫橋 午前� 9:30 ~ 9:40 

坂本郵便 局前�  9:50 ~ 10:00 

坂本大師前停留所�  10:10 ~ 10:20 

勝農坂本事業所前�  10:30 ~ 10:40 

4 与 川内公会 堂前�  10:50 ~ 11 :00 

月
勝農与川内事業所前� 11:10 ~ 11:20 

勤労福祉センター前� 11 :30 ~ 11 :40 

12 徳パス横瀬営業所前� 11 :50 ~ 12:00 

日
横瀬集会所前 午後� 1:00 ~ 1:10 

勝浦郡農 協前�  1:20 ~ 1:30 

同 中 山権現橋�  1:40 ~ 1:50 

中 山消防詰所前�  2:00 ~ 2: 10 

立川天井淡IJ橋� 2:30 ~ 2:40 

棚野集会所前�  3:00 ~ 3:10 

NTT勝浦支所前�  3:20 ~ 3:30 

星谷選果場前 午前� 9:30 ~ 9:40 

森内宅池の横�  9:50 ~ 10:00 

勝� j甫� d耳L 館� 10: 10 ~ 10: 20 

今山公会堂前�  10:30 ~ 10:40 

4 
~ 山神社前�  10:50 ~ 11 :00 

石 田 亨宅横�  11 : 1 0 ~ 11: 20 

月 中 田 商� iZL3ミ� 11 :30 ~ 11 :40 

13 
古 山 商 庖横�  11 :50 ~ 12:00 

田中屋食堂南 午後� 1:00 ~ 1:10 

日 勝農生比奈支所前�  1:20 ~ 1:35 

樹
農村婦人 の家�  1:45 ~ 1:55 

福 山 隆宅横�  2:05 ~ 2:15 

地福寺入 口� 2:25 ~ 2:35 

生 名 東林庵�  2・45 ~ 2:55 

生名センター前�  3:05 ~ 3:20 

勝浦町役場前�  3:30 ~ 4:00 

勝 農 坂 本 事業所 午後� 1:30 ~ 1:40 

4 
与川内公会堂前�  1 :50 ~ 2:00 

月
勝浦郡農協前�  2:10 ~ 2:20 

15 

日

勝 浦 町役場�  2:30 ~ 2:40 

生名センター前�  2:50 ~ 3:00 

勝� j甫� ~ 館� 3:10 ~ 3:20 
(日)

古山 商庖横�  3:30 ~ 3:40 

!鯵農生比奈支所前 3:50 ~ 4:00 

一一

(
前
期
分

平
成
二
年
四
月
五
日
附

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
平成2年度
犬の登録と狂犬病予防注射日程表

MUS04
テキストボックス
必ず受けよう
犬の登録と狂犬病予防注射
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L

一
互
�
 
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

内

つ ら 平成� 2年� 4月� 1日

※ 

主え不季五:まごz守3雪8ま大守自宅;五な

四町明きつった 。りる つ 、パた 当昧基は作お

出し:iii!日ijEi;iiii 
連諜ぎ の買芳 、き種がに標 す� y な積�  E 

語(い で上詞 ごなあ受達面 る田ど ン 達付忠之� ::;2i2131ii?持iiia 


• 


助
成
補
助
金
の
体
系
と
水
準

水
田
農
業
確
立
対
策
(
担
転
)

は
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
前
期
�
 

後
期
各
一一一
年
に
分
け
て
六
年
間

の .
対
策
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
期
が
平
成

後
期
対
策
の
主
な
あ
ら
ま
し
は

次
の
と
お
り
で
す
。

θ
期
間

平
成
二
年
度
か
ら

平
成
四
年
度
ま
で

@
目
標
面
積

全
国
八
十
三
万
凶

③ 

区 分

単 価(千円� /lOa)
力日 算 額

基 本 額
産地形成加算 品度手IJ用加算

一(麦、大豆般、飼料作物作、花き等物) 14 10 

永(果樹年、林地性、養魚作池等)物� 19 

特 例 ま作こ 物� 
(野菜、た l 等)� 4 

5 

勝生( 浦比支奈所支管所内管ミ内ニクトワマイト) 5 

f呆 全 管� E里� 
(休 耕 田)

4 

て

う
ルじ
ゅ
」初
み
か
ん
闘
の

ぜ
ハルー定ド
い
つい
川

J長

に
し
た
い
も
の
で
す
。

一
樹
一
樹

の
切
り
返
し
ゃ
間
引
き
せ
ん
定
ご

れ
も
大
切
な
こ
と
に
は
違
い
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
追

い
つ
か
な
い
ほ
ど
圏
全
体
が
悪
化

の
で
、
今
年
の
せ
ん
定
作
業
は
�
 ま

し
て
い
ま
す
。
明
日
と
言
わ
ず
、

今
日
か
ら
す
ぐ
間
伐
作
業
を
始
め

て
下
さ
い
。
�
 

A
Z

今
月
も
上
旬
は
整
枝
、
せ
ん
定
の

本
格
的
に
行
え
る
時
期
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
樹
園
地
で
は
、
暖

冬
の
影
響
で
旧
葉
が
多
く
、
樹
勢

の
良
い
樹
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す

で
と
少
し
違
っ
た
角
度
か
ら
と
ら

え
て
、
思
い
き
っ
て
行
っ
て
は
い

か
が
で
す
か
。

す
な
わ
ち
、

θ
少
し
で
も
味
と
色
の
良
い
果
実

を
多
く
採
る
。
�
 

@
収
穫
、
防
除
、
運
搬
等
の
作
業

が
楽
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
�
 

②
農
薬
の
使
用
量
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
三
点
を
目
標
と
定
め
て
行

っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
は
ま
ず
密
植
園
の
間
伐

を
行
う
こ
と
で
す
。

山
の
上
か
ら
平
担
地
の
早
生
み

か
ん
を
み
て
も
、
圏
全
体
が
緑
で

埋
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
密
植

の
弊
害
ば
か
り
で
す
。
ク
シ
の
目

が
通

っ
た
よ
う
に
、
樹
と
樹
の
聞

か
ら
大
地
が
見
え
る
よ
う
な
園
相

4月定例心配ごと相談� 

日 時 4月l3日� (金)・� 4月27日(金)

午前10時~午後� 3時

内
円今唱

台 人権・行政・厚生・福祉

場� 所 住民福祉センター� 2階

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください。)

徳

島

県

七

千

九

十

凶M

勝
浦
町

三
十
五

・
二
一
�
 

。
転
作
を
希
望
さ
れ
る
農
家
は
、

ユ
平
成
元
年
度
/

〆
と
同
じ
で
す
¥

生
比
奈
支
所
管
内

一干
了
六
同

次
の
と
お
り
申
し
込
み
を
し
て

下
さ
い
。
�
 

足立� 
Jζ 

四付
月 期
一 間
日

四
月
十
日� 

勝
浦
支
所
管
内

(寸

hι
十
三

・
七

、ー

受
付
場
所

勝
浦
郡
農
協
生
比
奈
・
勝

浦
各
支
所

-0

(ゴ

MUS04
テキストボックス
水稲に換わる収入の多い野菜を
作ってください

MUS04
テキストボックス
うんしゅうみかん園の整枝せん定について



(I 平成� 2年� 4月1日

-

こ
れ
ら
事
業
に

つ
い

て
は
、
一

て
は
、
そ
の
作
業
の
性
格
か
ら
今

一
応
三
月
末
日
ま
で
に
済
ま
せ
る
こ 

月
に
ず
れ
込
む
こ
と
も
や
む
を
得

F

-
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
ま
、
だ
作

な
い
一
面
も
あ
り
ま
す
が
、
農
作

叩
業
が
完
了
し
て
い
な
い
方
は
大
至 

業
の
最
優
先
事
項
と
し
て
下
さ
い
。

急
作
業
を
進
め
て
下
さ
い
。 

3) 

(土
眼
目
の
整
形
外
科
の
受
付
時
間
は
午
前
十

一
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。)
 

-

特
に
改
植
や
高
緩
事
業
に
つ
い

カミ

市

歩
、

/

喜
志 
/

〆1
4
/
1
/三
〆玄
/三

 

/
1

1
4
F

1
4
P
1
4
F
1

ザコ

…
平
成
一元
年
度
分
の

一
改
植
(
高
接
)
事
業
、
伐
採
事
業
、

一
間
伐
事
業
を
早
く
済
ま
せ
て
下
さ
い 

-
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
放
任
ま
た
は
植

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
広
撃
守

一
林
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す 

で
周
知
を
す
る
予
定
で
す
。

-

伐
採
さ
れ
る
圏
王
の
経
営
内
容 o 

つ ら 第238号

や
園
地
の
立
地
条
件
、
ま
た
植
栽

さ
れ
て
い
る
樹
の
状
態
か
ら
、
推

察
し
伐
採
も
や
む
を
得
な
い
と
思

わ
れ
る
園
地
も
あ
り
ま
す
が
、
立

派
に
改
植
も
行
い
、

肥
培
管
理
も

よ
く
ゆ
き
と
ど
き
農
道
も
整
備
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伐

採
さ
れ
る
園
を
み
る
と
き
、
正
に

断
腸
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
事
業
は
、
今
年
度

一
た
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
柑
橘 

も
引
き
続
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

-
栽
培
農
家
が

一
番
頭
を
悩
ま
し
た

町
、
農
協
と
も
こ
の
伐
採
事
業

一
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。 

は
積
極
的
に
推
進
は
い
た
し
ま
せ

-

昨
年
度
は
本
町
内
で
約
百
出
の

ん
が
、
種
々
の
事
情
で
来
年

一
1

一
み
か
ん
園
が
伐
採
さ
れ
、
ま
た
平

三
月
に
伐
採
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

恥
成
元
年
度
に
横
瀬
地
区
で
約
十
九

今
年
の
八
月
頃
に
申
し
込
み
の
受

一 

付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、
そ
の
時

点
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

結園う平
果伐ん成

採事 しゆ年冗

い業う度
てのみの

実か
施ん

vそ〉可yσ。て� 

h
、
生
比
奈
地
区
で
約
十
七
h
、

一
合
計
約
三
十
七
M
が
伐
採
さ
れ
、

土 金 木 水 火 月 11日翠

平高R賀52U 

長

太

長団
平賀冨F完Ij 

長

午

前
内

科太厚長 平副R賀EE 

長

平

宮冨F完司リ

長

午

後

第震
午

前
整

外

手ヰ整官
午

後

午� 

前

E里

よ子主'-

午

後

午

前
児

午

手ヰ
後� 

。
関勝
係浦
で病
問:院
ーの
月診

=察

忍匡

美矛

の油
、と"。

わ
}島

り大
J 品凶

変-7-
更 す

の
匠

台雀

ソ医
ま
+師  
7。の

-

昭
和
六
士
一軍
度
か
ら
始
ま
つ

つに

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦病院の診察医師が徳島大学の派遣医師の関係で四月一日から次のとおり変更なります
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H4
一月
か
ら
国
民
年
金
の

ま
すな

お 。

込第238号 'IJ 4コ つ ら 平成� 2年� 4月l日

に
改
定
さ
れ
ま
す
。

老
後
の
生
活
の
支
え
と
な
る
国

民
年
金
は
、
そ
の
値
打
ち
が
下
が

ら
な
い
よ
う
に
、
物
価
の
変
動
に

応
じ
て
年
会
且
額
の
ス
ラ
イ
ド
を
行

う
な
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
給
付
額

の
改
善
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
年
金
受
給
者
は
毎
年
増
加
し
、

年
々
支
給
額
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
年
金
の
財
源
は
三
分
の

一

を
国
の
負
担
、
残
り
の
一
二
分
の
こ

を
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
を
安
定
的
に
運
営
し

て
い
く
た
め
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
こ
協
力
を
お
願
い
し

、
保
険
料
は
、
あ
ら
か
じ

め

一
年
分
を
ま
と
め
て
前
納
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
納
さ
れ
る

方
は
四
月
二
十
七
日
ま
で
に
納
付

し
て
下
さ
い
。

保
険
料
の
額
は
、
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。

¥、

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す


平成� 2年度保険料� 

，疋dι. 富良� 

1 か月�  8，400円

12か月� 100，800円

日IJ 納� 98，370円� 

1 か月�  8，800円

定額十付加� 12か月� 105，600円

前 車内� 103，050円� 

μ修
この手帳をみたら、かわりに
電話をかけていただけますか。

。

正
確
に

一
九
番
し
ま
し
ょ

っ・
。

そ
し
て
落
ち
つ
い
て
、
ま
ず
火

災
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
。
住
所

は
正
し
く
、
く
わ
し
く
、
目
印
に

な
る
も
の
は
わ
か
り
や
す
く
場
所

を
伝
え
る
。
建
物
火
災
の
場
所
は

氏
名
を
正
確
に
伝
え
る
。

正落の
伝確ち通
えに着報
よいは
うて

。

通
報
者
の
氏
名
を
明
ら
か
に

す
る
。

。

消
防
車
の
到
着
ま
で
に
は
時

聞
が
必
要
。

電
話
し
た
か
ら
と
言
っ
て
ア
ッ

と
い
う
聞
に
来
る
も
の
で
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
問
、
イ
ラ
イ
ラ
、
お

ろ
お
ろ
し
て
た
だ
待
つ
だ
け
で
な

く
、
消
火
や
避
難
な
ど
勇
気
あ
る

行
動
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
�
 

で・.Eンヲ句"・""闘-'"""νい・-b 

新しい電話お願い手帳はオレンジの帯が目印です。

この手帳は、耳やことばの不自由な方たちが、電話

をかけたい時に利用するものです。街角でみかけた

ら、あなたがかわって電話をかけてくださいね。

一一 一一 一一 一一 一一 一一� 

議


= 

とzy¥~とき� 
生 比奈 郵便局�  

勝浦 郵便 局

坂本 郵便局

星谷簡易郵便局

生名簡易郵便局

4 月� 11日 (水)

※各指定郵便局でお受

け取り下さい。

※時間は午前� 9時から

午後� 4時までです。

取のとい 福

42罰ziz 十"祉
さ 、証霊主 し 一 月四L福

い 次 固 ま� zlf年� l。の 及 す 次� z

震 びのの間
印 でと

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月

局警 、お期

円

2 日 支
で� り支
おご お払
受 持 証 支 い (水)者
け 参 書 払 の

O
O

一日
一
日
か
ら
一
か
月
八
、
四

い
�
 

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
4月から国民年金の保険料が変わります



(I日 平成� 2年� 4月l日 IJ為 つ ら 第238号ザコ� 

加

辻

l

白
黒
は
決
め
ず
良
か
っ
た
友
の
顔

綾

親
切
な
ナ

す

た

け

お

ス
の
服
に
手
弁
』
合
わ

は
じ
め
か
ら
染
ま
る
つ
も
り
の
な

い

臼

さ

美

里

白
い
物
白
ど
洗
っ
た
日
の
誇
り

香

月

白
足
袋
を
は
い
て
女
を
取
り
戻
す

万

里

白
紙
に
は
も
三
戻
せ
な
い
旅
続
く

あ
ゆ
み

寒
い
日
は
温
い
言
葉
が
よ
く
な
じ

み

早

苗

何
よ
り
も
寒
さ
が
恐
い
齢
に
な
り

こ
つ
ゆ


こ
の
寒
さ
ミ
ン
ク
の
毛
皮
の
出
番


で

す

千

代


奉
賀
帳
寒
い
ふ
と
こ
ろ
探
ら
れ
る


常

一


寒
か
っ
た
だ
ろ
う
と
呉
れ
る
茶
が


う

ま

い

千

恵


寒
い
か
ら
愛
え
と
母
の
便
り
来
る


ふ
さ
を

一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
用
が
足
り
る
仲

命
た
L
の
作
品

〈
川

柳� 
¥/ 

l

焼
酎
が
離
れ
ぬ
老
の
独
り
酒

親
が
敷
く
レ

育

ち

都

景

ル
に
乗
ら
ぬ
子
に

玉
ね
ぎ
の
か
ら
よ
と
涙
そ
っ
と
拭

生
甲
斐
の
ゲ 
1

ト
ボ 

ル
に
若
返

るカ
ラ
オ
ケ
の
マ
イ
ク
離
さ
ぬ
老
の

l

習
{
子
学
習

四
月
二
十
七
日
(
金
)

墨
絵
学
級
四
月
七
日

四
月
十
七
日
(
火
)

時
間
午
後
七
時
三
十
分

1
午

後
九
時
三
十
分

場
所
住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

短
歌
学
級

一
生
に

一
度
の
運
と
後
で
知
り

学
習
自
の
お
知
ら

社
会
総
合
大
学

1hii
出
詠
締
切
日
四
月
二
十
日

場時
題

室
黒
丞

所間

住
民
福
祉
セ
、
ン
/
夕

の 在住の 浦勝町= 臼まるつ「
晴
れ
る
」

五
月
十
二
日
(
土
)

午
後
一
時
か
ら

でに=て4 限方にり次は 渓-

香(
土
)

い ガキ
。の でで

せ

図
l

月

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

傷
害
保
険
に
加
入
し

て
、
安
心
し
て
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
ん
で
下

さ
い
。

掛
金
は
年
間
千
百
円
で
、
五
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
加
入
で
き
ま

す
。
加
入
依
頼
書
は
教
育
委
員
会

事
務
局
、
徳
島
銀
行
の
窓
口
に
も

あ
り
ま
す
。

万
一
の
事
故
の
と
き
の
た
め
に
、

ぜ
ひ
加
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

第
何
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

勝
浦
町
予
選
大
会
「
出
場
チ

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
ソ
フ
ト
ボ
ー


ル
及
び
軟
式
野
球
の
南
部
ブ
ロ
ッ


ク
大
会

・
中
央
大
会
の
県
予
選
は
、


登
録
チ 

ム
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。


登
録
弁
』
希
望
さ
れ
る
チ 

ム
は


四
月
十
日
ま
で
に
、
町
教
育
禾
賞


会
で
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。


ま
た
、
い
ま
ま
で
に
登
録
し
て


あ
る
チ 

ム
で
チ 

ム
名

・
代
表


者
の
変
更
が
あ
る
場
合
も
連
絡
し


て
下
さ
い
。
 l l

-

部

門

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉 l

l

割安な保険料で充実した補償内容
この保険は傷害保険と賠償責任保険がセ� y 卜に寺 っています。

保険料(年額)は、子ども� 360円、大人1.100円から。実
年
の
部
(
五
十
歳
以
上
)

壮
年
の
部
(
四
+
最
以
上
)

成
年
の
部

・
家
庭
婦
人
の
部

〈軟
式
野
球
〉

壮
年
の
部
(
四
十
歳
以
上
)

成
年
の
部

-
選
手
資
格

町
内
に
六
か
月
以
上
(
十
一
月

上
旬
現
在
)
引
き
続
い
て
居
住

し
て
い
る
こ
と
。

年
齢
は
、
中
央
大
会
(
十
一
月

上
旬
)
開
催
日
前
回
会
基
準
と

し
て
計
算
い
た
し
ま
す
。

O O

障害保険

死亡・後退陣害

入院(1日あたり)� 

通院(1日あたり)� 

景品� 1，400万円|

4，000円
1，300円

賠償責任保険 支払限度額
対人� 1億円

対物� 100万円

共済見舞金 突然死等�  50万円

ム
募
集
」

l

趣

味

新

太

郎

古
ハ
ガ
キ
ふ
と
思
い
出
し
便
り
書

く

鶴

雄

生
き
て
い
る
証
に
交
す
年
賀
状瞳

絵
葉
書
を
も
ら
う
と
旅
に
出
た
く

な

る

思

葦

一
枚
の
ハ
ガ
キ
を
心
の
糧
と
す
る

沙

恵

着
ぶ
く
れ
て
春
の
ハ
ガ
キ
を
待
つ

姫

縫

酔

参

案
内
の
ハ
ガ
キ
が
客
を
つ
れ
て
来

る

大

峰

ハ
ガ
キ
で
は
建
前
だ
け
を
書
い
て

出

す

の

ぼ

る

助
手
席
で
無
い
ブ
レ
ー
キ
を
ハ

ッ

と
踏
み

合
格
の
通
知
こ
ん
な
に
花
が
咲
く

っ
と
む

当
選
を
す
る
ま
で
だ
っ
た
低
委
勢

諭
吉
先
生
ず

っ
と
こ
の
ま
ま
居
て

く

ん

ろ

智

世

子

来
客
を
犬
が
知
ら
せ
る
星
明
り

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
だ
乾
か
な
い
犬

が

行

く

ア

サ

ノ

姑
の
料
理
み
ん
な
が
賞
め
る
か
ら

き

梅

子

四
月
十

午
後
七
時
1
午
後
九
時

※ 

※平成� 2年度から新設� 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品
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日 曜 内 骨'*' 対象者 時 問 場 所� 備 考

02-4歳未満

4 水

三種混合予防接種�  
(百日咳、ジフテリア 

破傷風)� 

l期・・・1か月毎に� 3回
2期・・・� l期終了後12-

18か月後に� l回

13:30-14:30 
住民福祉�  

センター

持参するもの・・母子手帳

印鑑

料金・・・無料
接種� 

4 7K 
坂本愛育m総会と

健 康 相 -局H次� 
一 般の方�  9:30-11:30 坂本集会所 持参するもの ー健康手帳

6 金 中山愛育m結 成 式 一般の方�  13:30- 中山公会堂�  

11 水
与川内愛育m総会と
健 康 相 談

一般の方�  13:30-15:30 
与川内市の江

集会所�  
持参するもの ・健康手帳

12 木
掛谷愛育m総会と
健 康 相 言提� 

一般の方�  9:30-11:30 掛谷集会所 持参するもの…健康手帳

12 木
今山愛 育m総会と
健 康 相� 5提� 

一般の方�  13:30-15:30 今山公会堂 持参するもの・健康手帳

13 金 乳児健康診査�  
H元.5.1-8.31まで� 

に生まれた子� 
13:30-14:30 勝浦病院 持参するもの-母子手帳

19 木
生名愛育班総会と

健 康 相� E東� 
一般の方�  9:30-11:30 生名集会所 持参するもの…健康手帳

19 木
棚野愛育m総会と
健 康 相 火吾自民� 

一 般の方�  13:30-15:30 棚野集会所 持参するもの…健康手帳

20 金 乳児健康診査�  
H元.11.l-H 2.2. 
28までに生まれた子� 

13:30-14:30 )勝 j甫 病 院 �  持参するもの…母子手帳

23 月
久国愛 育班総会と
健 康 相� =aMジピt 

一 般の方�  9:30-11:30 久国集会所 持参するもの…健康手帳

23 月
横瀬愛育 1妊総会と

健 康 相 量回水九� 

一 般の方�  13:30-15:30 横瀬集会所 持参するもの…健康手帳

25 /)<. ポリオ生ワクチン投与

O生後 3か月から18か� 
月未満の子� 

04歳までにまだ 2回
のんでいない子� 

13:30-14:30 
住民福祉�  
センター

持参するもの母子手帳
印鑑

・・・料金 無料

26 木
星谷愛育I妊総会と
健 康 相 雪毘氷λ 

一般の方�  9:30-11:30 星谷集会所 持参するもの健康手帳

27 金 中山愛育班結成式 一般の方�  13:30- 中角集会所�  

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
今月の健康行事
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』
司
集
団
指
導
室

勝
浦
町
も
高
齢
化
が
進
む
中
で

っ
て
健
診
の
受
診
器
7
7循
環
器
系

パ
ー
セ
ン
ト
、
が


寝
た
き
り
を
つ
く
ら
な
い
積
極
的

ん
検
診
で
三 

パ
ー
セ
ン
ト
に
す


な
健
康
対
策
を
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
て


い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ


の
た
め
に
私
達
愛
育
班
が
気
軽
に


利
用
で
き
る
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建


設
を
望
む
も
の
で
す
。


研
修
に
参
加
さ
れ
た

‘
星
ハ
合
愛
育
班
の
み
な
さ
ん 

OO

(
忠
徳
島
県
総
合
健
診
セ
ン
タ

る
こ
と
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
そ
の
程
度
の
受
診
率
に

な
ら
な
い
と
成
人
病
予
防
と
し
て

の
効
果
も
上
が
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
未
だ
検
診
に
来
て
い
な

い
人
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

ー
原
田
邦
雲
助
長
さ
ん
の
話
か

ら
幼
梓

成
人
病
と
い
わ
れ
る
心
臓
病
、

愛
育
班
研
修
に

参
加
し
て

星
谷
愛
育
班
長

脇

田

延

脳
卒
中
、
が
ん
な
ど
は
、
い
ず
れ

も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

っ

て
治
る
か
、
ま
た
は
延
命
で
き
る

と
い
う
悼
徴
が
あ
る
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
の
手
段
が
定
期
検
診
で

す
。
定
期
検
診
を
年

一
回
規
則
正

し
く
受
診
す
る
こ
と
は
現
在
の
社

長
さ
ん
の
お
話
弁
伺
い
ま
し
た
が

成
人
病
、
が
ん
も
早
期
発
見
、

早

期
油
田
療
に
よ

っ
て
治
る
し
、
又
延

命
も
で
き
る
の
で
少
く
と
も
年
に

一
回
は
、
必
ず
定
期
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
で
セ

ン
タ
ー
の
中
を
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
各
検
査
室
に
配
置

さ
れ
て
い
る
充
実
し
た
設
備
と
検

査
体
制
に
は
、
目
を
見
張
る
ば
か

り
で
し
た
。
私
達
県
民
の
健
康
を

守
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
努
力
さ

れ
て
い
る
こ
と
弁
あ
ら
た
め
て
認

識
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
徳

島
市
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね

ま
し
た
。
市
民
の
方
々
が
日
常
生

活
の
中
で
自
ら
の
健
康
の
保
提

増
進
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
利
用
さ
れ
て
い
る
人
に
話

を
伺
う
と
歩
け
な
く
て
家
族
の
助

け
を
か
り
で
セ
ン
タ
ー
に
通
う
う

ち
、
ど
う
に
か
歩
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
又
日
曜
に
は
休

日
診
療
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私

l

達
も
実
際
に
ビ
デ
オ
ブ 

ス
や
健

康
器
具
を
備
え
た
視
聴
覚
指
遵
主

で
体
操
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
り

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
で
は
常
識
的
な
生
活
マ
ナ
ー
と

い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
さ
し
あ
た

子

去
る
二
月
九
日
星
谷
、
掛
谷
愛

育
班
は
、
班
員
研
修
と
し
て
徳
島

県
総
ム
晶
診
セ
ン
タ
ー
と
徳
島
市

の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し

た
。先

に
蔵
本
(
徳
島
市
)
に
あ
る

健
診
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て
原
田
所

4
運
動
指
導
室

の
検
診
で
五

4月� 2日 湯浅医院�  2-2003 
4日 勝浦病院�  -2 5 5 5 
6日 赤岩病院�  -2006 

2 
2
2③日 勝浦病院�  -2555 

10日 上勝診療所�  6-0302 
12日 勝浦病院�  2-2 5 5 5 
14日 山西医院�  2-3027 
16日 勝浦病院 2

2
-2555 

18日 湯浅医院�  -2003 
20日 勝浦病院�  2-2555 
@日 赤岩医院�  2-2006 
24日 勝浦病院�  2-2555 
26日 上勝診療所�  6-0302 
28日 勝浦病院�  2-2555 
@日 山西医院�  2-3027 

夜間救急当番表
ー、、

UiU句作明

・・ .~ ‘ 場 

F 

平日午後6時から翌朝ワ時まで 世界保健デー� 

休日午後ワ暗から翌朝9暗まで ( 4月7日)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
保健婦だより
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T

J

大字
沼

江

橋

谷

義

博

字 

荒

川

雅

子

」

明

佐

美

大
字字

戸
籍
の
窓

(鍍称略〉

2
月
内
日 
1
3
月
刊
日

-
ご
結
婚
お
め
で
と
う

¥
大
字
中
角
字
つ
く
回 

阿

南

市

大岡
西本

光
吉

芳
子

お
誕
生
お
め
で
と
う

長
男

野
神

美
枝
子

J
」

泰

南

東

公

則 
智 

大
字
沼
江

字
叶原

二
男

-"ι 
g 也 紀

J

大字
三岨

宇

歯

科

蝉

尾

洋

子

」

賞

大
字
沼
江

字
抽H

h

坪

井

秀

敏

谷

道

悪

」

歩

長
女

長
男

長
男

J

大字
棚
田
剖
石
倉

康
範 

字
石

倉

和

代

」

由J J

一字芋っ
く
聞

千

恵

美

」

朔

選


・
中
角
高
井
裕
司 

J J

大
字
沼
江
波

誠
司 

字

一
楽

一一耕
一読

宮
浦

久

雄

や

鍋

谷

み

ゆ

き

」

大
長
男

奨
奈
美
」
知
回

長
男

長
女

J

敬
三 

三
男

秋

子

」

裕

板板
本本

河
野

賞 樹 哉

ゐ
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
板
王
子
問
問
阿
部
ヤ
ヱ
子
(
臼
歳 
)

大
字
三
綴
字
定

岡

藤

木

勇 

(
沌
歳
)

大
字
泊
江
字
神
桂
西
野
シ
ツ
ヱ 
(
河
歳
)

大
字
堅

手

跡

事

久

積

春

男

(
苅
歳
)

大
字
沼
江
宇
中
山
中
回
シ
ヅ
ヱ 
(
剖
歳
)

大字
沼
江
宇
中
傍
一市
大
井
サ
タ
(
剖
歳
)

勝

浦

会

館

講
座
の
開
講
は 
5
月
か
ら

地
対
財
特
法
の
期
限
切
れ
ま
で

あ
と
二
年
と
な
り
、
同
和
問
題
解

決
へ
向
け
更
な
る
努
力
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
勝
浦
会
館
で

は
身
近
な
啓
発
活
動
と
し
て
、
本

年
度
も
各
種
講
座
を
開
催
し
て
、

好
薩
地
域
と
の
交
流
の
中
か
ら
同

和
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
き
た
い
ト
と
考
え
て
い
ま

す
。平

成
二
年
度
の
各
種
講
座
に
つ

い
て
は
、
受
講
希
望
調
査
を
三
月

末
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

か
ら
希
望
の
多
い
講
座
に
つ
い
て

五
月
か
ら
開
講
し
ま
す
。

な
お
、
講
座
内
容
及
び
開
講
日

程
は
、
五
月
の
広
報
で
ご
案
内
し

ま
す
。

ビームライフル講習会� 
Oあなだも撃ってみませんか?

今月は、	 4月7日佳) 13時~21時 

4月28日怯) 13時~21時
住民福祉センタ一三階ホール

都合の付く時間に参加 してください。

お待ちしています。

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た 

2
月
叩
日 
1
3
月
間
日

倉

橋

敦

子
さ
ん 

(中

阿
部
美
智
雄
さ
ん 

(坂

西

野

菊

男

さ

ん 

(
石

中

国

忠

雄

さ

ん

(
沼

匿

名 

(横

瀬江!京本山

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

¥ノ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




